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大阪府大阪市 Q2. 2.    耐用性・信頼性（免震構造の採用、72時間BCP対応、地域の防災拠点利用、EV充電スタンド）

Q3. 1.    生物環境の保全と創出（地域の緑をつなぐステップグリーン・ルーフガーデン）

Q3. 2.    まちなみ・景観への配慮（100年を超えて共生してきた 地域の風景をつなぐファサード）

Q3. 3.    地域性・アメニティへの配慮（多層にまちとつながる 地域にひらかれた 憩いの場、CASBEE）

LR1.3.    設備システムの高効率化（ZEB-ready,グラデーションオフィス、アダプタブル照明システム、放射パネル空調）

LR2.2.    非再生性資源の使用量削減（既存躯体の山留・底板利用、国産木材利用）
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H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン
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  　1. ワークプレイスへの設備配慮  　2. 環境配慮/省エネルギー

　 3. BCP対策

■多様性のあるワークプレイス
・屋外から執務エリアに至るまでの温熱環境、光環境に
　グラデーションを発生させ、季節、時間、ワークシーン
　によってワーカー自らが好みのワークプレイスを
　選択できる執務空間を構築します。
・執務ゾーンには空気式放射パネル空調を採用することで、
　微気流と放射の相乗効果により上質で心地よい空間を形成します。

・半屋外ゾーンから緩衝ゾーンにかけては、時間経過に伴い照度と
　照明色温度を変化させるサーカディアンリズム照明制御を行い、
　ワーカーの生体的なリズムに合わせた執務空間を創出することで
　働く活力に寄与します。

・執務ゾーンにはアダプタブルライティング照明システムを採用し、
　ワーカー自らがワークスタイルの変化に合わせて自由に照明器具の
　増設，移動が可能な配線ダクトを設けます。

■ ZEB Readyを実現
・ZEBは「Net Zero Energy Building(ネット・ゼロ・エネルギー・ビル)」
　の略称で、建物で消費するエネルギーをゼロにすることを目指した建物
　のことを指します。
・一次エネルギー消費量は標準オフィスと比べ51％削減し、50％以上削減が
　基準となるZEB Readyを達成します。外皮性能BPIも25％削減で年間負荷
　を抑制します。

■ 災害時の設備機能維持
・災害時でも防災拠点および金融機関としての最低限の機能維持ができる
　よう、ライフラインおよび建物の安全性を確保します。
・非常用発電機により、電力インフラ停電時でも保安負荷へ72時間連続
　給電を行い、災害時の活動を可能とします。
・給水インフラ停止時、受水槽にて200人が3日間使用可能な水量を確保し
　ます。
・1階のエントランスロビーや2階の展示/憩いのスペースを地域開放すると
　ともに、外部のうえまちテラス，憩いの広場も避難拠点として機能します。
・通常ビルでは使用不可となる設備においても、まちの防災拠点としての
　施設を計画します。
　①換気：機械換気・自然通風にて換気を確保
　②空調：各フロアの空調を部分的に稼働
　③コンセント：各フロアに非常用コンセントを計画
　④照明：各フロアの照明を部分的に点灯
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地域に寄り添うBCP対策
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Low-e ガラス
昼光利用
ナイトパージ
高効率空調機
サーキュレーター暖房
高効率照明
自然冷媒ヒートポンプ給湯器
執務室昼光センサ照明制御
駐車場換気量 CO 制御
居室外気量 CO2 制御
セキュリティ連動（ 照明 ）
EV 回生電力利用
屋上緑化
室外機各階分散配置
節水型衛生器具
電気自動車急速充電スタンド

アダプタブル照明システム

放射パネル空調
グラデーションオフィス
サーカディアン照明制御

キッチンカー対応

設計担当者　

統括：黒川宗範／建築：三谷勝章、伊藤翔、鎌田順寛、豊島浩太郎、勝部秋高、福田暁子

構造：北山宏貴、笹元克紀、弘中敏之、設備／井原俊一、茂木麻美子、谷口崇子、牟田彬俊、彦根佑芽、久山拓、平岩大知ロビー・ATMコーナー・ラウンジが顔を出す2層吹抜けのピロティ地域開放可能なラウンジ(2階) 緑豊かなステップガーデン

前面通りにダイナミックにひらかれたエントランス

断面構成・ウェルネス＆省エネメニュー

執務フロア平面構成

放射パネル空調を採用したデスクスペース(インテリアゾーン）

前面通りに面する外部階段開放的な明るい内部階段 リフレッシュラウンジ 四天王寺・夕陽を望むテラス

地域の風景を拠り所にした外観デザイン

多層にまちとつながる 地域にひらかれた 憩いの場

ゆとりある敷地がある地方とは異なり、都市型の信用金庫

では、前面道路に面して必要な機能（ロビー・ATM・本店営

業部・地域開放スペース・駐車場など）を計画することが

困難となるケースが多い。大阪信用金庫本店では、高低差

のある敷地や地形を活かし、まちにダイナミックかつ多層

にひらき、地域にひらかれた憩いの場を生み出した。地下1

階の駐車場出入口から、1階のロビー・ATM・本店営業部、2

階の地域ラウンジまで、ステップガーデン・ステップグ

リーンが人々を導き、多様な地域との接点を生み出してい

る。大通りにダイナミックにひらかれたエントランスピロ

ティは、本店営業部やエントランスロビーへの来客を迎え

入れるだけではなく、お祭りやイベント、キッチンカーな

どで地域に開放される。また、8階の大ホールや3階のセミ

ナー室も地域に開放利用が可能であり、非常時には2階の食

堂・ラウンジを地域の防災拠点としても開放できる計画と

なっている。

キャンチスラブ×分散コアが生む 外とつながるワークプレイス

既存躯体の内側で合理的に免震層／柱を計画しながらも、西へ

約4ｍ／南へ約3mキャンチスラブで跳ね出し、ゆとりあるフロア

プレートを確保した。また、WCやEV、階段などのコア機能を分

散配置することで生み出した、前面道路にひらかれた外部階段

や、夕陽を受け止めるリフレッシュラウンジ、四天王寺を眺め

ることができるテラスが連続する、西面のキャンチスラブで生

み出されたスペースは、屋外感（屋外に近い開放感・明るさ

感・温熱感）を感じる場となる。安定した均質環境を提供する

インテリアゾーンに対して、多様に外部とつながる緩衝ゾーン

とすることで、西面と南面にフルハイトサッシを採用しなが

ら、ZEB-readyを達成した。また、放射パネル空調やサーカディ

アン照明制御、利用を促す開放的な内部／外部階段、木材や緑

によるバイオフィリックデザインなどを採用し、CASBEE-ウェル

ネスオフィス認証のSランクを取得した。天井や建具、受付カウ

ンター、ブラインドなどには、約60m³の国産木材を利用し、エ

ンボディードカーボンを低減（約40tのCO2を固定）している。

100年を超えて共生してきた 地域の風景をつなぐファサード

四天王寺の印象的な軒が積み重なるデザインを、木目調PC板と

小口を見せた木ルーバーで構成された軒天井によって継承し、

地域の風景の記憶をつなぐことを目指した。テラスや大らかな

軒天井によって外と内をつなぐことで、これまでの堅牢性や格

が求められた金融機関にはない、「ひらかれた」イメージを発

信するファサードを実現している。また、四天王寺や夕陽を望

むことができる稀有な立地を活かし、風景だけではなく、夕陽

を眺める「日想観」という四天王寺の文化もまた、受け継いで

いくことを意図している。夕陽を受けて煌めく外部階段のスク

リーンや、ステップガーデンと内部をつなぐ大らかな木格子天

井も、地域の風景をつなぐ役割を担っている。また、ステップ

ガーデンや外部階段の石スクリーンによって、四天王寺七坂の

階段や石垣のある風景が呼び起されることを意図している。

キャッシュレスやクラウドデータ管理が進んで堅牢に守るものがなくなりつつある今、ATMや窓口利用の機会が減って地域の接点が

失われつつある今、100年以上支え続けてきた地域との新たなつながりを生む場となる、まちにひらかれた信用金庫を目指した。
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